


































なお，考察対象となるデータは，2019 年 12 月
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力の成果指標には，ROE や ROI をはじめとして，
種々の指標が存在するが，本分析では売上高経常
利益率（以下，経常利益率と表記）を従属変数と








整済み決定係数 R̂2 ＝ 0.624，F 値＝ 13.463 であっ
た。各変数の標準化β値，ｔ値，P 値，および
VIF の値であるが，世界をリードする技術力（β
値＝ 0.655，ｔ値＝ 4.134，P 値＝ 0.001，VIF ＝
1.003），最終試作評価件数（β値＝ 0.534，ｔ値









































R R2 乗 調整済み R2 乗 推定値の標準誤差
.821a 0.674 0.624 0.024
a．予測値 :（定数），最終試作評価件数，世界をリードする技術力。
分散分析 a
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
回帰 0.015 2 0.007 13.463 .001b






β 標準誤差 β t 値 有意確率 許容度 VIF
（定数） − 0.047 0.021 − 2.261 0.042
世界をリードする技術力 0.024 0.006 0.655 4.134 0.001 0.997 1.003



























R R2 乗 調整済み R2 乗 推定値の標準誤差




平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
回帰 28.681 3 9.560 23.730 .000b







β 標準誤差 β t 値 有意確率 許容度 VIF
（定数） 1.817 0.554 3.282 0.002
ものづくりへの自負 0.361 0.110 0.385 3.286 0.002 0.650 1.538
製品の革新性 0.380 0.133 0.352 2.857 0.007 0.587 1.705





自動車以外の高度な部品の製造 1.000 0.099 0.326
ものづくりへの自負 0.099 1.000 0.584










整済み決定係数 R̂2 ＝ 0.608，F 値＝ 23.730 であっ
た。各変数の標準化β値，ｔ値，P 値，および
VIF の値であるが，ものづくりへの自負（β値＝
0.385，ｔ値＝ 3.286，P 値＝ 0.002，VIF ＝ 1.538），
製品の革新性（β値＝ 0.352，ｔ値＝ 2.857，P 値
＝ 0.007，VIF ＝ 1.705），自動車以外の高度な部




















































整済み決定係数 R̂2 ＝ 0.703，F 値＝ 21.551 であっ
た。各変数の標準化β値，ｔ値，P 値，および
VIF の値であるが，試作提案依頼件数（β値＝
0.789，ｔ値＝ 7.299，P 値＝ 0.000，VIF ＝ 1.025），
モジュール化への設備投資（β値＝ 0.350，ｔ値
＝ 3.147，P 値＝ 0.005，VIF ＝ 1.083），生産拠
点の海外移転（β値＝ 0.253，ｔ値＝ 2.296，P 値
































R R2 乗 調整済み R2 乗 推定値の標準誤差
.859a 0.738 0.703 13.788
a. 予測値 : ( 定数 )、生産拠点の海外移転 , 試作提案依頼件数 , モジュール化への
設備投資。
分散分析 a
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
回帰 12290.104 3 4096.701 21.551 .000b
残差 4372.192 23 190.095
合計 16662.296 26
a. 従属変数：最終試作評価件数




β 標準誤差 β t 値 有意確率 許容度 VIF
（定数） − 81.060 19.611 − 4.133 0.000
試作提案依頼件数 0.695 0.095 0.789 7.299 0.000 0.976 1.025
モジュール化への設備投資 15.270 4.852 0.350 3.147 0.005 0.924 1.083




生産拠点の海外移転 1.000 0.051 − 0.236
試作提案依頼件数 0.051 1.000 0.131
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